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７
月
に
60

～
74

歳
の
無
作
為
抽
出
４
，
０
０
０
人
を
対

象
に
シ
ニ
ア
世
代
の
生
活
に
つ
い
て
、
５
項
目
、
約
30

問

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
概
要
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

○
回
収
状
況　
　

有
効
回
答
率　

52.7
％

○
回
答
者
の
属
性
（
各
グ
ラ
フ
の
表
題
は
、
文
中
番
号
と

同
じ
）①
性
別　

②
年
齢　

③
家
族
構
成　

④
居
住
地
域

山
東
、
金
勝
学
区
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と

思
う
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

○
生
活
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て

問
「
日
常
生
活
で
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
３
つ
に
○
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
」
項
目
数
14

個
で
上
位
よ
り
「
子
や

孫
と
の
ふ
れ
あ
い
、
成
長
の
見
守
り
」
33.8
％
、「
趣
味
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
32.0
％
、「
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー

と
過
ご
す
こ
と
」
22.1
％
で
し
た
。

○
学
習
活
動
、
社
会
活
動
、
趣
味
や
余
暇
に
つ
い
て

問
「
今
後
、
行
い
た
い
学
習
活
動
に
つ
い
て
項
目
を
選
ん

で
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
項
目
数
12

個
で
最
上
位
に

「
地
域
の
歴
史
・
文
化
の
学
習
」
で
7.6
％
で
し
た
。

問
「
今
後
、
行
い
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
に
つ
い
て
、

項
目
数
11
個
で
上
位
は
、「
自
然
や
環
境
保
護
」
5.3
％
、「
災

害
」
5.1
％
で
し
た
。
ま
た
、「
今
後
、行
い
た
い
ス
ポ
ー
ツ
・

趣
味
・
余
暇
活
動
」
は
、
項
目
数
20

個
の
上
位
で
「
演

奏
会
場
に
出
向
い
て
の
音
楽
鑑
賞
」
が
16.5

％
「
上
演
施

設
に
出
向
い
て
の
演
芸
・
演
劇
・
舞
踏
鑑
賞
」
が
16.1

％

で
し
た
。

○
情
報
の
入
手
、
情
報
機
器
の
利
用
に
つ
い
て

問
「
高
齢
期
の
学
習
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域

活
動
・
趣
味
や
余
暇
に
関
す
る
情
報
を
ど
こ
か
ら
得
て

い
ま
す
か
」（
複
数
回
答
）
項
目
数
14
個
で
「
市
の
広
報

誌
」
が
４
割
弱
、
次
い
で
自
治
会
回
覧
・
掲
示
板
が
３

割
強
で
し
た
。
ま
た
、
情
報
端
末
の
利
用
に
つ
い
て
「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
が
46.0

％
、
パ
ソ
コ
ン
41.3

％
、
携
帯
電

話
40.0
％
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

○
栗
東
市
の
取
組
に
つ
い
て

問
「
シ
ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
を
進
め
る
た
め
に
、
市
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
組
む
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
」

（
複
数
回
答
）
項
目
数
12
個
で
上
位
は
、次
の
通
り
で
し
た
。

・「
参
加
し
て
み
た
い
仕
事
や
活
動
を
気
軽
に
体
験
で
き
る

機
会
を
増
や
す
」
44.2
％

・「
仕
事
や
活
動
に
関
す
る
情
報
を
も
っ
と
積
極
的
に
提
供

す
る
」
31.7
％

・「
共
に
活
動
す
る
仲
間
を
募
る
た
め
の
出
会
い
を
支
援
す

る
」
28.7
％

【 

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
人
は
、
経
済
的
な
心
配
の
有

無
に
関
係
な
く
、
社
会
参
加
し
て
い
る
傾
向
】

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
有
無
と
生
活
の
暮
ら
し
向
き
の

心
配
の
有
無
に
つ
い
て
、
詳
し
く
分
析
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

暮
ら
し
向
き
の
心
配
が
あ
る
人
よ
り
も
地
域
と
の
つ
な
が

り
が
あ
る
人
の
方
が
、
学
習
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
る
人
の
割
合
が
高
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

【
シ
ニ
ア
活
躍
と
栗
東
100
歳
大
学
に
つ
い
て
協
議
検
討
中
】

　

調
査
結
果
を
も
と
に
、
開
催
中
で
あ
る
「
シ
ニ
ア
が
活

躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
で
シ
ニ
ア
の
活
躍
や
、

活
躍
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
１
つ
で
あ
る
「
栗
東
100

歳
大

学
」
の
あ
り
方
や
方
向
性
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
協

議
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
世
代
の
生
活
に
関
す
る

 
調
査
結
果
概
要

⑤
居
住
年
数　

⑥
就
業
状
況　

⑦
経
済
的
な
状
況

⑧
主
観
的
健
康
感　

（
下
段
の
棒
グ
ラ
フ
参
照
）

各
項
目
（
一
部
）
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

○
地
域
で
の
生
活
に
つ
い
て

問
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
」
に
つ

い
て
「
あ
る
と
思
う
」
59.3
％
、「
つ
な
が
り
が
な
い
と
思

う
」
25.1
％
、「
わ
か
ら
な
い
」
13.8
％
、
無
回
答
1.7
％
で
葉

①無回答
0.1%

（n=2,102）

女性
53.1%

男性
46.8%

②無回答
1.0%

（n=2,102）

70歳以上
35.3%

60～64歳
25.0%

65～69歳
38.6%

③無回答
0.7%

（n=2,102）

その他
48.3%

ひとり暮らし
8.5%

夫婦のみ
42.5%

④大宝西

小学校区

12.4%

校区不明

・ 無回答

1.3%

（n=2,102）

金勝

小学校区

10.4%

葉山

小学校区

11.1%

葉山東

小学校区

12.0%

治田

小学校区

12.3%

治田西

小学校区

12.6%

大宝

小学校区

12.5%

大宝東

小学校区

4.9%

治田東

小学校区 10.6%

※
シ
ニ
ア
世
代
の
生
活
に
関
す
る
調
査
結
果
報
告
書
（
平
成
31

年
１
月
）
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

栗
東
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ＜

組
織
か
ら
さ
が
す＜

福
祉
部＜

長

寿
福
祉
課＜

お
知
ら
せ＜

栗
東
市
シ
ニ
ア
世
代
の
生
活
に
関
す

る
調
査
結
果
報
告
書

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.8 2.8

4.04.0 7.47.4 10.810.8 72.572.5

0.7

（n=2,102）

2年
未満

2～5年
未満

5～10年
未満

10～20年
未満

30年
以上

20～30年
未満 無回答⑤

0% 20% 40% 60% 80% 100%

45.245.2 53.653.6

1.1

（n=2,102）

収入のある仕事を
している

収入のある仕事は
していない 無回答⑥

0% 20% 40% 60% 80% 100%

51.751.712.212.2 27.227.2 7.67.6

1.3

（n=2,102）

家計にゆとりが
あり、まったく
心配なく暮らし
ている

家計にあまり
ゆとりはないが、
それほど心配なく
暮らしている

家計にゆとりが
なく、多少心配
である

家計が苦しく、
非常に心配
である

無回答⑦

0% 20% 40% 60% 80% 100%

67.467.47.97.9 18.918.9 5.05.0

0.8

（n=2,102）

とても
よい

まあよい あまり
よくない

よくない 無回答⑧
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栗東市長寿福祉課（地域包括支援センター）　地域支援係

TEL：０７７－５５１－０１９８　FAX：０７７－５５１－０５４８

見つけた!! 隣のキラリさん見つけた!! 隣のキラリさん
このコーナーは目標や生きがいを持って健康づくりをしておられる皆様を紹介しています。

加藤　友道さん（小柿在住・77歳）

『これからはやりたいことをやっていこうと思います』
　５年前に食道がんと診断をされた加藤さん。半年以上に

わたる放射線治療と抗がん剤治療を経験されました。そし

て、病気を乗り越えたことに安堵するだけではなく、そこ

から更に体力の向上をめざして、様々な活動や運動に取

り組まれたのです。今では、「同年代の方よりも体力には

自信があります」と話され、体組成計による体内年齢は

実年齢よりも15歳若い判定が出るそうです。治療中に感

じたことや、ご自身の生き方、今後についてお話を聞か

せていただきました。

・ウォーキングを始められたのは？

　現役の頃から通勤で１日１時間以上は歩き、ほぼ毎週のように山登りに出かけていました。

若い頃から身体を動かすことが好きで、野球や陸上などいろんなスポーツに関わっていたこと

もあり、歩くことは苦にもならず、足には自信がありました。

・病名の告知とその後は？

　ステージ４ということでした。もともとプラス思考の性格が幸いし、告知された時も体は動い

ていたので、あまり深刻に考えませんでした。入院中は早朝からロビーでウォーキングをしてい

ました。治療の副作用で食事が摂れない人が多いと聞いていましたが、私は食欲が落ちること

も、痛みを感じることもほとんどなく、毎回の治療に臨めました。嚥下障害があったのでとろみ

をつけ、誤嚥しないような食べ方を学び工夫しました。体重が８ｋｇ減り、自分でも「以前と同

じ速さでは歩けないな」と筋力の衰えは感じました。

　退院後、外来での放射線治療は、往復20kmを自転車で通い、治療のために辞めていた「い

きいき百歳体操」に再び参加しました。また16年間、多少の雨の日でも実行している約２時間

のウォーキングも再開し、腹筋やスクワット等の筋力運動も行い、食事の量も増えました。そ

の甲斐があって、すぐに元の体重に戻りました。

・病気になって感じられたことは？

　病気になって５年。これからは、好きなものを食べ、欲しい物は買い、いろんなことを考えす

ぎず、好きなように生きていこうと思います。そう思うのは病気を経験したからだと思います。

好きな食べ物はとんかつですよ。

編集者より　

　スポーツ選手のような筋肉がついた足を、見せていただきました。長年のウォーキングと、

食事をしっかり摂られている成果だと感じました。週に３回程度、趣味の囲碁も楽しまれていま

す。運動を心がけ、身体にあった食生活、そして前向きなお気持ちが大病を克服された要因だ

と思います。

　「洋服を見たり買ったりするのも、大好き！」と、ジーンズ姿がとても素敵な加藤さんでした。


